
第３学年 松竹梅 組 算数科「新しい計算を考えよう～わり算」略案
指導者 伊藤雅代 千葉誠二 齋藤由紀子

１．日 時 ６月１２日（月）３校時（１０：３０～１１：１５） ４校時（１１：２０～１２：０５） ６月１３日（火）５校時（１３：３５～１４：２０）

２．ねらい ○ ある数がもとにする大きさの何倍かを求める場合にもわり算が用いられることを理解する。

３．本時の実際

時 間 学 習 活 動 と 児 童 の 動 き 教 師 の 支 援 及 び 評 価 セ ン タ ー の 先 生 の 支 援 備 考

１０：３０ １．問題を読み，倍という言葉について確 ○ 倍という言葉を意識すること ◇ 図や写真等を使って説明する。 視聴覚資料

かめる。 ができるような声かけをす

る。

１０：３５ ２．本時の課題をつかむ。 ○ 課題を板書する。

○何倍かをもとめるには，どんな計

算をすればいいか考えよう。

１０：３８ ３．自力解決をする。 ○ 座席表を使って，子どもの考

えをとらえる。

１０：４８ ４．発表し合い，検討する。 ○ 既習事項を生かした考え方や

新しいことに気づいた考えな

どを取り上げていく。

１１：００ ５．何倍かを求めるには，わり算を使うこ ○ 発表し合った考えをもとにわ ◇ 図や写真や映像等を使って説明 視聴覚資料

とをまとめる。 り算を使うことのよさに気づ する。 映像資料

くような発問をする。

１１：０６ ６．適用問題に取り組む。 ☆ある数がもとにする大きさの何 ◇ 適用問題を出す。

倍かを求める場合にもわり算が

使えることを理解することがで

きたか。

１１：１０ ７．ふり返りをする

・ノートに書いて，発表する。




